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本稿は、2008年10月22日、李鎮遠氏（韓国・ソウル市立大学教授）  
を講師として招脾し、開催された人文学部国際学術講演会の講演を  
もとに、講師が加筆・修正を加えたものである。   
私がこれからみなさんと一緒に考えたいテーマが‘韓日関係と日韓関  
係’です。どこの国でも自分の国の歴史は自分の国の立場から書いてい  
ます。同じく韓国と日本もそれぞれ自分の立場から歴史を描いています。  
隣国である韓国と日本は特に歴史的に密接な関係をもっているので、自  
分の国の歴史を説明するときは必ず両国の関係史に言及しなければなり  
ません。それを表現する立場が韓国では韓日関係、日本では日韓関係な  
のです。どんな国でも、自分の国に有利な歴史だけを強調し、相手の国  
の歴史を無視する傾向があります。韓国と日本がいま歴史問題をめぐっ  
て操めているのには、以上の背景があると思います。   
言うまでもなく韓国と日本は隣国です。地理的に見て韓国と日本は、  
近いところでは50km、遠くて200kmであり、また、飛行機で飛ぶと1  
時間から2時間以内に着きます。世界的に領土が広い国であるアメリカ  
や中国から見れば国内と言ってもよい距離であります。   
ところが隣同士というのは複雑な関係を持っ場合があります。仲が良  
いときは関係が非常に良いのです。遠くに住んでいる親戚や友達より隣  
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同士で日常生活での色んな話をしたり相談にのったりします。お互いに  
助け合う関係です。しかし一度喧嘩をすれば非常に悪い関係に転じます。  
お互いにすべてのことを知っているのでそれを利用して悪口を言ったり  
攻撃をしたりします。韓国と日本はまさにこのような関係にあると思い  
ます。近くに住んでいるからやむなく密接な関係をもたなければならな  
いけれど、時々喧嘩もしました。特に、現代から遡って近代を見ると、  
非常に悪い思い出もあります。   
韓国人と日本人に一番近い国はどこですか、と聞くと地理的にはお互  
いの国であると答えますが、感情的、文化的、政治的、国際関係的に一  
番近い国を聞くとお互いの国を答えることはほとんどありません。   
いま韓国と日本はお互いに複雑な感情をもっています。その背景の一  
つが歴史的な事実をめぐる問題です。密接な関係を持っているからこそ、  
お互いに関連する歴史的な事実があり、これらをめぐる論争を続けてい  
ます。一つの真実に二つの解釈をしているのであります。   
古代から韓国と日本は活発に交流をしてきました。中国で発生した文  
明は韓半島を通して日本に流れて行きました。支石基（ドルメン）の形  
を見れば韓国と日本のそれは非常に似ており、韓国の南部と日本の山口  
県で発掘された古代人の人骨も似ています。そして稲作農業は、中国か  
ら韓半島の北と南を経て日本に伝わっていきました。韓国と日本は文化  
の源流である言語も似ています。韓国語と日本語は語順が同じであり、  
文法的にも類似性が高いのです。   
古代、国の形が整えられた暗も交流は活発でした。日本へ文明を伝え  
たのは日本と密接な関係を持っていた韓半島の百済でした。百済の聖王  
は日本の欽明天皇に仏教を伝え、日本の仏教は百済と高句麗の僧侶によっ  
て発展しました。漢字が日本に紹介されたのも百済の人々によってです。  
当時日本にとって百済は文明国であり多くの文物の源でした。百済にな  
いものはつまらないというほどでした。日本語の「くだらない」という  
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言葉の起源がそこから釆たという説もあります。   
一方、韓半島にあった百済、高句麗、新羅三国は日本との交流をめぐっ  
て競争もしました。それはお互いに牽制するため日本との関係を緊密に  
する必要があったためです。使節団の往来が一番多かったのは新羅と  
日本の間ででした。そして多くの人が韓半島から日本に渡りました。古  
代の貴族で、政治的に実力者であった蘇我氏は渡来人であるという説も  
あり、少なくとも渡来人との関係が深かったと言われています。また平  
安時代の名字の分析によると、全体の名字1182の中で渡来人の名字であ  
ることが確実なのが324です。これは当時韓半島と日本の人的交流が頻  
繁であったことを示しています。   
しかし、古代の交流を巡る韓国と日本の解釈は異なります。活発な交  
流を証明する証拠をめぐって、韓国と日本の間で論争になりました。代  
表的なことが七支刀（しちしとう）、広開土王の碑、任那日本府に関す  
る解釈です。まず七支刀は日本の国宝としていま奈良県の石上神宮に保  
管されています。それは長さ74．9センチの刀で、表面に34文字が裏面に  
27文字が書かれています。文字は読めないところもありますが百済で制  
作され、日本に伝わったのは確かで、韓国と日本の交流の証拠です。し  
かし、どんな理由で百済から日本に渡ったのかが問題です。韓国では、  
百済の王様が日本の倭王に下賜したものであると解釈している一方、日  
本では百済の王様が倭王に献奏したものであると反対の解釈をしていま  
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広開土王の碑に書かれている内容を巡る論争もあります。広開土王の  
碑は中国の集安にある高句麗第19代王広開土王の業績を記念するため立  
てられた碑石です。高さ6．39メートルで4面に1775文字が書かれていま  
す。その内容は高句麗の建国に関すること、広闘士王の征服活動、陵の  
管理に関することです。日本は、「倭が海を渡って百済と新羅を破って  
臣民にした。」と解釈するのに対して、韓国では、「倭が釆たので（高句  
麗広闘士王が）海を渡って倭を破り百済と新羅を臣民にした。」と解釈  
しています。肝心なところの文字が脱落しているので正確な解釈ができ  
ず、このような反対の解釈が出てきました。碑石を発見して密かに解釈  
の作業をしてから最初の拓本を公開したのが日本の軍部であったことか  
ら、韓国側は、文字の脱落を疑問視しています。むしろ、わぎと削った  
痕跡があると韓国側は主張しています。すなわち、韓国は、日本が植民  
地時代、韓国支配を正当化するためこのようた歴史を操作したと思って  
いるのです。  
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その延長線上で、日本は任那日本府を歴史的な事実と見ています。4  
世紀後半日本の神功皇后が韓半島の南部を征服して任那日本府を建設し  
て統治したと言われています。しかし韓国は任那日本府に関する記録は  
日本書紀以外には書かれた歴史書はなく、当時の状況からみて事実と認  
められないと主張しています。   
古代韓半島と日本の関係が非常に密接であったことは百済が新羅と唐  
の連合軍によって崩壊する寸前に日本の倭の王が直接軍隊の編成を命令  
して援軍を派遣したことから分かります。日本の倭の援軍の助けをもらっ  
て韓半島の白村川で新羅と唐の連合軍と戟ったが、百済は結局敗戦しま  
した。そしてその影響で、以後、韓半島と日本の関係が悪化しました。  
日本は自分が応援した百済を滅亡させた新羅と良好な関係を築きません  
でした。   
百済と高句麗がなくなってから韓半島では南は新羅が北には勃海が成  
立しました。しかし、その後も韓半島と日本との関係は良くありません  
でした。日本は新羅と勃海を藩国と言いながら朝貢を要求し、日本に送っ  
た新羅使節団が日本を無視する態度をとったため、日本はこれを受け入  
れなかったのです。   
鎌倉幕府の時代には、韓半島と日本の公式的な交流はそれはど盛んで  
はありませんでした。特筆される事件はモンゴルの韓半島侵略に続く日  
本出征です。韓半島の王朝である高麗を征服したモンゴルは、隣にある  
日本を征服したかったのです。ところが高麗の民衆の抗争が思ったより  
激しく、完全に征服するには相当な時間がかかりました。高麗の王朝は  
モンゴル軍が海を怖がっていることを利用して、首都を島である江華島  
に移して40年以上にわたって抗戦し、王朝が降伏したあとも反抗勢力は  
島を転々しながらモンゴルを悩ませました。それを知った日本は、高麗  
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が抗戦する間、余裕をもって戦争に向けて準備し、防御体制を整えまし  
た。そのためモンゴルが高麗軍を案内役としながら日本に釆たときも、  
守りを固めることができました。そのうえ神風と呼ばれる暴風と台風が  
高麗モンゴル連合軍を苦しめ、日本から敗退しました（文永の役、弘  
安の役）。この事件に関して、日本は韓半島の高麗のことを、日本侵略  
のため船を作り、馬を飼い、案内役までした国と考えました。しかし韓  
国から見れば、高麗の激しい抗戦があったからこそ日本が戦争で防御を  
固めることができ、高麗の犠牲があったからこそ日本がモンゴルの征服  
から逃れたと説明しています。   
韓国と日本の関係が回復したのは室町幕府の時代になってからでした。  
1404年明と筋封関係を結んでいた幕府が、同じく明と筋封関係をもって  
いる朝鮮に国書を送り、答礼として朝鮮の王が幕府に国書を送るころか  
ら両国の関係が正常化しました。600年ぶりのことです。このとき、韓  
国、中国の二国と日本との間で問題になったのは倭冠の問題でした。中  
国の明と韓半島の朝鮮は日本に倭冠に取締を要求し、お互いの協力で倭  
冠問題を解決しようとしました。当時、倭冠は対馬に本拠地を置き、韓  
半島と中国の南部海岸で海賊活動をしていました。朝鮮にとっては頭が  
痛い問題でした。倭冠の朝鮮に侵略した回数は次の図の通りです。  
年   回数   
1350－59   34   
1360－69   28   
1370－79   112   
1380－89   122   
1399－99   69   
1400－09   50   
1410－19   10   
1420－29   18   
1430－39   7   
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吉野誠、『東アジア史のなかの日本と朝鮮』、韓国語訳   
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朝鮮は倭冠対策として対馬を征服する等の強硬策と朝鮮の南部の港を  
解放したり、倭冠に朝鮮の官職を与えるなどの懐柔策をとったりもしま  
した。また貿易を許可するなど交流を盛んにする政策も取りました。そ  
の結果、日本人が朝鮮に来て貿易などを行うことになり、朝鮮政府が許  
可した人数以上に日本人が朝鮮に来ることになりました。朝鮮政府がそ  
れを取り締まったことから、日本人の中にはこの措置に不満をもって反  
乱を起こした者もありました。日本人の中には、また個人として朝鮮と  
の交流に積極的な者もいました。日本の西部地域の人々は私的な使節団  
を作って朝鮮に派遣し、それが1455年には6106名にも達しました。   
韓国と日本の関係が再度悪くな？たのは豊臣秀吉の朝鮮侵略によって  
でした。国内の政治的事情などを背景に、豊臣秀吉は朝鮮を侵略して韓  
半島の人々に非常に大きな被害を与えました。土地を荒廃させたのは勿  
論、多くの人々を殺したり、日本に連れて行ったりしました。この戦争  
を日本では文録の役、慶長の役と名付けていますが、韓国では任辰倭乱  
と言います。文字通り豊臣秀吉が起こした「乱」です。日本では豊臣秀  
吉は英雄ですが、韓国では韓国人に非常に悪いことをした韓国人の敵で  
す。この戦争は結局朝鮮海軍、義兵の活躍と豊臣秀吉の死亡により終わ  
りましたが、韓国人のJL、に苦痛に満ちた思い出を刻みました。   
日本では、戦国時代が終わり、徳川家康が日本の覇者になり江戸に幕  
府を築きました。江戸幕府は長い間の戟争で疲弊した国民を癒す必要が  
あったので平和を望みました。同時に、江戸幕府は朝鮮の復讐が怖かっ  
たのです。そこで朝鮮との和平を求めました。朝鮮も日本の再侵略が心  
配だったのです。江戸幕府は徳川家康が朝鮮侵略戟争に直接参加してい  
ないことを名目に朝鮮との親善関係を図りました。そして朝鮮朝廷は任  
辰倭乱のときの朝鮮人の送還のため回答兼刷還使という使節団を送りま  
した。1607年500名で構成され、日本に派遣されたこの使節団は朝鮮と  
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日本との使節団交流の始まりでした。その後、朝鮮と江戸幕府は通信使  
という使節団を通して交流を深めました。江戸幕府の将軍の交代時期に  
朝鮮から派遣された通信使は江戸幕府時代を通して12回でした。通信使  
の数は300名から500名で非常に大きい規模でした。朝鮮からの通信使を  
迎えることは江戸幕府にとって大事な行事でした。将軍としては在任中  
に一番盛大な行事の一つであるので、総責任者に幕府の最高官吏である ／  
老中を任命しました。費用だけで幕府の年収の70－80％がかかりました。  
通信使が通る地域の藩の領主は接待と道路及び宿泊施設の整備などに大  
わらわでした。日本の学者達にとっては、朝鮮の儒教などの学問を接す  
る大事な機会であったので使節団として釆た朝鮮学者と懸命に交流しよ  
うとしました。また、日本の一般国民にとっては、華麗な行列と異国の  
風景を見る見物の機会でした。この通信使の派遣に関しても韓国と日本  
の解釈は異なります。韓国は日本に文明を伝える使節団として解釈し、  
日本は将軍の就任を祝う朝貢使節団として解釈することがあるのです。  
300年に渡る平和的な使節団の派遣を巡って、なお反対の解釈をしてい  
るのであります。  
年度   人数   
第1次   1607   504   
第2次   1617   428   
第3次   1624   460   
第4次   1636   478   
第5次   1643   477   
第6次   1655   485   
第7次   1682   473   
第8次   1711   500   
第9次   1719   475   
第10次   1748   475   
第11次   1764   477   
第12次   1811   328   
（  
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朝鮮と江戸幕府の良い関係は、日本が明治政府を樹立してから変わり  
ました。明治政府が送った、王政復古を伝える国書を、朝鮮が受け取る  
ことを拒否したことを契機として、明治政府内では征韓論が起こりまし  
た。朝鮮は、明治政府が自国の表現に「皇」と「勅」という言葉を使い  
ながら、朝鮮について、「公」の語を使ったのに憤慨しました。当時征  
韓論は実行に移されませんでしたが、最終的に日本は韓国を植民地化し  
ました。日本がアメリカのペリーからされたように、韓国に対して軍艦  
を利用して江華島事件を起こし、外交権を剥奪することを手始めに、内  
政を支配するに至りました。日本は、日清戦争と日露戦争での勝利の勢  
いを利用したのであります。戦時には、日本は自国の植民地である韓国  
の人や物資を動員して韓国の国民に非常に苦しい経験をさせました。そ  
ればかりでなく、慰安婦として韓国の女性たちに耐えられない辛い経験  
をさせました。日本の戦争のために韓半島の国土と国民が受けた被害は  
想像を越えることです。韓国人は劣等な国民であるし、一人では何もで  
きない国民性を持っているという思想を韓国人の子供に教えながら植民  
地政策を正当化しました。また韓国で生産される生産物を徴収したため、  
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韓国人は貧しい生活をしなければなりませんでした。韓国の植民地化の  
先頭に立った人物の一人が伊藤博文です。伊藤博文は日本にとっては近  
代日本の基礎を作った偉大な人物ですが、韓国にとっては朝鮮の初代統  
監として韓国人に一番嫌われている人物です。豊臣秀吉に続いて日本人  
の英雄でありながら、韓国人の敵である二人目の人物なのです。  
http：／／www．naver．com  
現代になって戦争に負けた日本と独立した韓国は同じ社会体制をもっ  
隣国として、良い関係を結ぶ必要がありました。しかし植民地時代を巡  
る両国の論争は簡単に解決されませんでした。韓国と日本との国交正常  
化交渉の場で、日本側は韓国の植民地政策を正当化する発言をしたり、  
植民地時代に起した犯罪を否定する発言をしたりして、韓国の国民を憤  
慨させました。まず、国交正常化の日本側の代表であった久保田貰一郎  
は、「植民地支配は韓国に利益であった。」という主旨の発言をして会談  
を決裂させました。すなわち日本側の植民地時代に関する認識は、「日  
本の韓国支配は韓国の官僚との同意で行われ、韓国の近代的な発展に役  
に立った。」というものだったのであります。しかし韓国は、「日本の脅  
威と強制によって韓国は植民地され、韓国の自発的な近代化を妨害して  
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歪曲された近代化を余儀なくした。」ということです。このような認識  
の食い違いはいまでも残っています。日本は歴史教科書に戦争などに関  
して歪曲された事実を載せ、子供たちに教えていると韓国と中国は批判  
しています。また時々報じられる政治家の植民地政策と戦争を美化する  
妄言からみて、韓国人は、日本は言葉では戟争と植民地化を反省してい  
ると言っているが、意識のなかでは全然反省してないと非難しています。   
韓国人にとっては辛い植民地時代の痕跡は、今も周囲から容易に見っ  
けることができます。数年前までソウルの慶福宮の前に残されていた総  
督府の建物、朝鮮の宮殿を壊して動物園と植物園を作ったことなどであ  
ります。身近にも、自分の祖父、祖母が植民地時代に大きな被害を受け  
た人という人が少なくありません。韓国では、植民地時代に日本帝国が  
犯した悪事の被害を受けて、今でもそれを覚えている人が多いにもかか  
わらず、日本の一部の政治家が、それを無視するように戦争と植民地時  
代を美化する発言を繰り返すため、神経を逆なでされているのです。   
韓国と日本との間には、過去の問題以外にも隣国であることから起こ  
る領土と漁業水域の問題があります。韓国と日本の間にある独島（日本  
名竹島）はお互いに自分の領土であると主張しており、その周辺を含む  
境界線での漁業の問題が懸案となっています。また北朝鮮に対する態度  
を巡っても意見にくい違いが見られます。日本は、日本国民を拉致した  
北朝鮮を規制するのに韓国が同一の態度をとってくれることを望んでい  
るけれど、韓国は消極的です。太陽政策をとり、北朝鮮を国際社会の舞  
台に出したいというのが韓国の考えであるためです。   
過去と現在の問題をめぐって、韓国と日本の間に作られた溝が容易に  
埋められるとは思いません。しかし、いま韓国と日本の社会で見られる  
文化と人の交流は過去の問題を吹き飛ばすような勢いです。日本で吹い  
ている韓流のブーム、韓国で流行している日本のアニメブームがそれで  
す。文化交流の影響で韓国人と日本人のお互いの好感度が毎年増加して  
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います。また中央政府のレベルではなく、地方政府レベルでの交流が年々  
増えており、その内容も充実化されています。そして東アジアという同  
じ地域の市民として国境を越えて起こる環境保護の問題などを解決する  
ため、韓国と日本の市民団体同士の交流も急増しています。   
これからの時代が文化の時代、地方の時代そして市民社会であること  
を考えれば、韓国と日本の間に高まっている文化の交流と地方政府の交  
流、市民団体の間の交流は良い兆しであります。  
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